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〔目 的 〕 ヒ トパ ピ ロ
ー

マ ウ ィ ル ス （Human 　 Papilloma

Vivus ： HPV ）16，18型 は子宮 頸癌 に 高 頻度 に 検

出 され て い る．しか し，頸 癌発生 の 自然史を解明 す るた

め に は r頸 部 に 病変 の な い 健常婦人に お け る HPV 　16，

18型 感染 を検索 し，追跡調 査 す る事 が必要で ある．

今回 ， 我 々 は PCR （Polymerase 　 Chain 　Reaction ）

法 を 用 い て ，頸部擦 過細胞 DNA 中 の HPV 　 16，18

型 の 検 出を行な っ た ． 〔方法 ）頸部擦過細胞 を採

取後 ，
DNA を抽出 し ，

　 Vivrpap 法 に て ，
IIPV 感

染 を検索 し た ．一方，同一検体 を PCR 法 に て ， 特

異的遣 伝子 を増 幅 した ．PGR 法 は ，　 IIPVl6 ，18

型 Es 領域 の プ ラ イ マ
ー

を 用 い て ，40 サ イ クル 増幅

後 ，IIPV16 ，18 型 E6領域 に 特異 的 な
32P

で ラ ベ ル

し た oligomer を 用 い て ， ドッ ト ・プ ロ ッ ト法 に て 確

認 し た ． 〔成績 〕  Vira −
P ・pzaic て HPV 感 染陰

性例 87 例 中 5例 に HPV 　16 型 を検 出 した ．　 HPV 　18

型 は 検 出 さ れ な か っ た ．一
方， Vira −

pap 陽 性症

例 17例中 IIPV 　16 型 9 例 ，　 IIPV 　18 型 3例検 出した ．

  頸部細胞 診 ， 組織診に て 異常 を認め な い 健常婦

人 74 例 中 7 例 に HPV16 型 ， 65 例 中 2例 に HPV

18 型 を検 出 し た． 〔結論 〕 HPV 感 染を 検索す る

方法 と し て
，

PCR 法 は Vira −
pap 法 と 比較 し て 感

受性が 高 く ， 簡便か つ 特異 的 な 方法 で あ る． こ の

PCR 法 を用 い て 検討 した 結果 ， 健常婦人に お い て ，

HPV16 型 は 9．5 ％ （7／74 ），　 HPV18 型 は 3 ％

（2／ 65 ）検出 さ れ た ．こ れ らの 症例 を 追 跡調査 す

る こ と は ，頸 癌発 生 の 自然 史 を 研究 す る上 で 電 要

で あ る ．

〔目的 〕近 年 ，子宮頚 部 病変 と ヒ トパ ピ ロ
ー

マ ウ

イ ル ス （HPV ）と の 関係 に っ い て は 多 く の 研究が

行 わ れ て き て い る ．今 回 我々 は ，retrospective な

検索を 目的 と し て ，ホ ル マ リ ン 固定切片 よ りDNA

を 抽出 し PCR 法 を行 い HPV −DNA の 検 出 を行 っ た ．

〔方法 〕対象 は 1987年 か ら1989年 の 間 に 生 検 を 行

っ た 307例 で ，ホル マ リン 固 定 ・パ ラ フ ィ ン 包 埋 の

組織 切 片 （厚 さ 約 王0μ ）数 枚 を そ れ ぞ れ プ ロ テ ア

ーゼ K ，フ ェ ノ
ー

ル
・

ク ロ ロ ホ ル ム 処 理 し DNA

を抽 出 した ．Primerは HPVI6 型 J
　 18型，33型 の E6

領域 を 含 む 20塩 基 の 合 成 オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ドで ，

PCR 法 は 耐熱 性 DNA 　 polymerase を 用 い て DNA

増幅 を施 行 し た ．DNA の 検出は HPV16 型，18型 ，

33型 HPV −DNA プ ロ
ー

ブ を 用 い た Dot　blot　hybri −

dizationに よ り検討 し た ．〔成績 〕307例 の う ち ，

HPV16 は軽度異形 成で 15．4 ％ （12i78 ），中等 度異

形成 で 30．0％ （15i50 ），高度異形 成 で 53．4％ （31

158），上 皮 内癌 で 44．4％ （12，f27 ），浸潤癌 で 19．1

％ （18i94），全体 で 28．7％ （881307）， HPVI8 は

軽度異形成で 9．0％ （7t78 ），中等度 異形 成 で 10．0％

（5t50）、高 度 異形 成 で 17．2％ （10i58），上皮内

癌 で 18 ．5％ （5f27），浸 潤 癌 で 22．3％ （21！94 ）．

全 体 で 15．6％ （48t307 ）．HPV33 は 軽 度 異 形 成 で

5，1％ （4t78），中等 度 異形成 で 6 ．0％ （3ise ），高

度 異形 成 で 8．6％ （5158 ），h皮 内癌 で 7，4％ （2／27），

浸 潤癌 で 11．7％ （11194），全体 で 8．1％ （25t307）

に 検 出 した ．〔結 論 〕今 回 の ホ ル マ リ ン 固 定切 片

を 用い た HPV −DNA の 検 出率は ，新鮮 材料を用 い

た 従来 の 報告と 同程 度 で あ っ た ．ホ ル マ リ ン 固定

組 織標 本 を用 い る こ と で retrospective な検索 が可

能 と な り意義 深 い 方 法 と 考 え られ た ．
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